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「義（ぎ）に飢（う）え渇（かわ）いている人たちは、さいわいである」。
義とは、正しいことを行うことです。それは神さまの律法への従順です。
なぜなら、その律法の中に義の原則（げんそく）が説明されているからで
す。聖書は「あなたのすべての戒めは正しいので…す（義です）」とのべて
います（詩篇119:172）。
この律法に従うよう、キリストはご自分の模範によって人々にお教えに
なりました。律法の義が、このお方の生活の中に見られました。わたした
ちが自分の考え、言葉、行動がすべて、キリストのようになることを願う
とき、わたしたちは義に飢え渇きます。
そして、わたしたちが本当になりたいと願うならば、キリストのようにな
ることができるのです。わたしたちの生活がこのお方のような生活になり、
自分たちの行動は神さまの律法に調和するものとなることができます。聖
霊がわたしたちの心の中に神さまの愛を入れて下さるので、わたしたちは
このお方のみむねを行うことを喜ぶようになります。
神さまは親が自分の子供に良いものを与えるよりももっと喜んでご自分
の霊をわたしたちに与えようと望んでおられます。このお方の約束は「求
めよ、そうすれば与えられるであろう」です（ルカ11:9，マタイ7:7）。す
べて義に飢えかわく者は「飽（あ）き足りるようになるであろう」。
「あわれみ深い人たちは、さいわいである」（マタイ5:7）。あわれみ深く

あるとは、ほかの人に対し
て、その人が当然受ける
べき取り扱いよりももっと
よい取り扱いをすることで
す。つまり、神さまがわ
たしたちを取り扱ってくだ
さったようにです。このお
方はあわれみを示される
ことを喜ばれます。このお
方は感謝しない人や悪人
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